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 新市の将来像「あおあおとみずみずしい心が集う都市」

の実現を目標にかかげ新東松島市平成 17 年 4 月より市長

が行動し、指導力を発揮した年でもあったが、一方分権、

国の三位一体改革で社会経済環境が大きく変化した年で

もあった。市長は自治体間の競争の時代、変革の時代に向

け改革のやる気のある自治体のみが生き残れる時代と認

識していると表明をしている。市長の市政に取組む基本姿

勢について伺う。 
① 財政健全化へ確かな道筋をつけるために、これまでの

予算重視計画主義から、決算重視成果主義への転換を

図るとしているが、具体的な手法の計画を考えている

のか 
② 公立深谷病院の経営健全化のために、石巻市と協議し

早い時期に一定の方向付けをしたいとしているが、そ

の方向付けとは 
③ 職員の適正化計画（18 年度から 5 年で新行革指針の 4．

6％以上の職員数の純減）としているが、年度ごとの数

字で示されたい 
④ 合併により新市による各種すり合わせ協議事項、サー

ビス低下させないとする大前提により、数億円の歳出

が生じた。東松島市総合計画作成の目標値に市民の対

話と協働により、市政健全化のため改革目標値が必要

ではないか 
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≪ 会派代表質問 目次 ≫ 

 

令和２年第１回定例会 

順 位 
会派名 

代表氏名 
件           名 頁 

第1位 
清風・公明 
代表 五ノ井惣一郎 

1 市政執行の所信に伺う ２，３ 

第2位 
清新会 

代表 滝 健一 
1 市政執行策について ４ 

第3位 
市民クラブ 

代表 佐藤 富夫 
1 行財政経営の市長所信を問う ５，６ 

 

- 1 -



氏 名 件  名 要      旨 
 

第１位 
 
清 
風 
・ 
公 
明 
 
 
代 
表 
 
五 
ノ 
井 
 
惣 
一 
郎 

 
１．市政執行の

所信に伺う  

 
 東日本大震災から９年、復旧・復興を目指し、市長は７

つのマニフェストにより市民に約束してから４年目にな

る。その手腕でこれまで各種事業を進め、復興庁の交付金

が終了する中で令和２年度の市政執行の所信を示された

が、次の点について伺う。 

 

（１）市政運営の基本的考え方の中で、活力あるふるさと

東松島の復興・発展に向け、最大限の取り組みを進め

るとあるが、財源を含めて所信を問う。 

 

（２）国および宮城県の動きとして、「復興・創生期間」を

閣議決定し復興庁の設置を延長した。県において当面

５年間、事業の規模を整理し、ハード事業・被災者の

心身のケアおよび心の復興等の支援を継続し、所要の

財源手当てを行うとあるが、延長５年間の本市が関わ

る今後の事業について。 

 

（３）復興の完結については、奥松島運動公園・雨水排水

対策・避難道路等のハード事業を全て完結させるとあ

るが、その裏付けとなる財源の確保は、十分されてい

るのか。 

 

（４）地方創生およびＳＤＧｓの推進についての中で 

  「子育て支援策の拡充と女性の活躍」とあるが、以下

の点を伺う。 

  ① 働いている女性が子供を出産しやすい環境は。 

  ② 出産後の職場復帰しやすい支援が整っているか。 

  ③ 学童保育を希望する児童が全員入所できる環境 

は。 

④ 親が安心して働けて、子供は安心していられる居 

場所が整った時、子育てしやすい街として周知さ

れ、人口減少を食い止める定住促進の施策にもつな

がると考えるが、いかがか。 
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（５）分野別施策について 

① 家屋のソーラーパネルによる太陽光発電等導入の促

進と再生可能エネルギー等の地域電力の有効活用に

ついての取り組みを伺う。 

 

② 子供達の植林や地域の美化活動についての取り組み

を伺う。 

 

③ 新たに市内２カ所の病院に「救急医療体制確保補助

金」の支援とあるが、それについて伺う。 

 

④ 本年もさらに学力向上に向け、その施策として学校

教育指導員を配置する。さらに、コミュニティ・スク

ールの充実や地域ぐるみで子供たちを育てる環境づ

くり、不登校対策について、魅力ある学校づくり等、

細やかな対応とあるが、それについて伺う。 

 

⑤ 「スポーツ健康都市」を宣言し、市民がスポーツに

親しみ、健康を増進する機会の充実、さらには全国・

東北大会レベルのスポーツ大会の誘致を図るとある

が、宿舎を含めた考えを伺う。 

 

⑥ 東洋経済新報社の住みよさランキング２０１９年

「快適度」部門で、３年連続日本１位となった。少子

高齢化が進む中で、大変な偉業である。本年も、その

新たな施策を述べている。４年連続日本１位を目指

し、移住・定住の施策を全国に大いに発信すべきであ

る。その意気込みを伺う。 

 

 

  

【答弁を求める者 市長、教育長】 
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１．市政執行策

について 

 
（１）全寮制の私立高校「日本ウェルネス宮城高等学校」

の誘致がいよいよ実現することになる。これに伴い、

周辺の環境が著しく変化することになる。 

   地方創生の推進に向けては大きな効用があり、小野

地域の活性化には極めて大きな役割を果たすことに

なると思われる。 

   こうした効用を十分に享受できるようにするため

には、それなりの対策が必要不可欠である。今後の学

校側と小野地区との関わり等に関するさまざまな課

題が生じてくることは必至である。 

   その課題解決に向けた取り組みを早期に図る必要

があると思われるが、その考えは。 

 
（２）分野別施策の始めに掲げる「郷土の自然を保全し、

資源を大切にするまち」で地域の美化活動を評価して

いるが、本市内の用水路や道路ののり面に捨てられて

いるごみが各所に見られる状況になっている。２０２

０オリンピック、パラリンピックの関連事業等が開催

されることもあり、また、本市が誇る自然環境や景観

を次代に継承するためにも長期的展望に立った何か

新しい施策や啓発の取り組みを考えるべきと思われ

るが、その考えは。 

 
（３）「命を守る備えに地域で取り組む安全で安心なまち

づくりを進めるための施策」で、消防団員の確保と士

気高揚のため団員報酬の増を図るとあり、条例改正が

可決されたところである。消防団の組織力強化には団

員報酬の増はあまり作用していないのが現実ではな

いか。団員の確保や士気高揚のため、抜本的な方策を

検討すべきと思われるが、その考えは。 

 
【答弁を求める者 市長】 
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１．行財政経営

の市長所信を問

う 

 
（１）復興から平時への移行段階により、令和２年度一般

会計予算は総額で前年度比６１億１５０万円の減であ

る。市長は予算編成に当たり、かなり苦心したと聞い

ているが、その行財政経営に工夫された概要について。 

 

（２）国からの予算確保について 

   市長会において復興加速化の第８次提言に関係して

本市から複数の財源要望をしたとも聞いているが、本

市の行財政経営方針にどのように反映されているかの

概要について。 

 

（３）今後の財源確保について 

   本市には２０ばかりの基金がある。財政調整基金を

除いて目的基金であるので割愛するが、平成３０年度

に年度末残高約１４億９，７００万円のものが令和２

年度当初で約６億１，１００万円となっており、じり

貧状態にある。私の感覚では最低でも１０億円以上と

思っているが、市長の所見と確保の今後について。 

 

（４）かつて旧矢本町時代には松島基地との共存共栄から

協力協調の時代を経てきた。市長の言う共存共栄の意

義について。 

 

（５）三陸自動車道矢本パーキングエリアの道の駅構想に

も触れられているが、許認可と財源確保等々ハードル

は高い。その実現性について。 

 

（６）市の組織機構の改革について 

  

 ① 市政施行後、間もなく部、課、班制で進んできた。

今回の機構改革についての所信は。以前、前市長時代

にも組織改革による市民の戸惑いがあった。市民ファ

ーストの観点から、スムーズな移行を望むが、所見は。 
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② 働き方改革とのマッチングがあれば時宜を得た改革

の一つと考えられる。職員のモチベーションの啓発 

方策と人事考課について。 

 

（７）市長は財政の健全性を確保しながら、市政運営を推

進すると強調している。行財政改革もその大きな要素

である。 

本市の第２次行政改革大綱は平成２５年度から令和

２年度で最終年度となる。新たな第３次スタートへのビ

ジョンについてと、いつの時点で大綱を示すか。 

 

 

 

【答弁を求める者 市長】 
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